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　年の誕生から年以上を経た旧原宿
クエスト。街の機能更新に合わせた建物の
在り方が課題となる中、NTT都市開発がJ
R原宿駅前に開発した複合施設「WITH H
ARAJUKU（ウィズ原宿）」が年に
開業した。建築中央に半屋外の通路「パサー
ジュ」を設け、駅と竹下通りを結ぶ動線と
したのが特徴だ。
　原宿クエストを起点に「街の回遊性を高
める仕掛けができたらエリアの魅力向上に
つながるのではないか」。隣地取得による
敷地拡大とウィズ原宿での試みを次期開発
へ展開する発想が、結果的に原宿クエスト
の建て替えへとつながった。都市建築デザ
イン部の佐久間勝見氏は今回のプロジェク
ト（PJ）の経緯をこのように説明する。
　表参道という国内有数のファッション・
文化の発信地と、背後にヒューマンスケー
ルな街が広がる原宿エリア。PJで掲げた
建築コンセプト「デュアリティー（二面性）」
には、異なる個性をパサージュで結ぶとい
う狙いがある。
　外観デザインが目を引く地下２階地上６
階の建物には、レストランや物販などの個
性豊かな各種テナントが入り、４階では同
社のクリエーター向けシェアオフィス・コ

ワーキングスペース『LIFORK H/Q』を
原宿の街に合わせた形で展開する。
　PJには、建築設計集団OMAのニュー
ヨーク事務所代表である重松象平氏（デザ
インアーキテクト）やランドスケープ・プラ
ス代表取締役の平賀達也氏（ランドスケー
プデザイン）、次世代アーティストもさま
ざまな形で携わった。「彼らが原宿の街を
どう解釈し、その中で原宿クエストがどう
やったら面白いものになるかを表現してく
れることに期待しました」と話すのは、開
発本部で事業全般に関与した青山優氏（現
経営企画部）。それは過去からの時間軸を
含めて原宿の在り方を建築やアートに落と
し込む作業でもあった。
　開発本部で共に奮闘した清田彩夏氏（現
ビル・商業事業本部）は、訪れた人たちが
施設を楽しみ、「いろんな意味で〝刺さる〟も
のになれば」と期待を込める。
　社内各部署や起用した多様な人材、設計
者、施工者の思いと工夫が結実した新生・
原宿クエスト。「多くの人たちが記憶に残
る経験ができる場」（佐久間氏）となるこ
とを願いながら、過去と未来が交差する原
宿で新たな一歩を踏み出す。

（左から）清田彩夏氏、佐久間勝見氏、
青山優氏

NTT都市開発株式会社
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地下階への入り口

エレベーターホール

　原宿クエストは、デザインアーキテクトのOMAとともに、「デュアリテ
ィー（二面性）」を建築コンセプトに原宿・表参道に併存する異なる街の個
性をつなぐ空間として計画しました。
　けやき並木や歩道の広さなど都市的アイデンティティが確立されている表
参道側には、並木の列を意識した縦基調のガラスファサードを採用しました。
一方、個性豊かな路面店が点在する有機的でヒューマンスケールの街並みを
持った原宿エリア／竹下通り側は、階段状にセットバックし街のスケール感
に沿わせた横基調のファサードで構成し、外装デザインにおいても「デュア
リティー（二面性）」を体現しています。
　特徴的な外観は合理的な計画に基づいたものです。
　逆日影検討により当敷地で建てられる最大限の建物ボリューム形状をシミ
ュレーションし建物外形を決定、表参道の並木より高い６層の計画を実現し
ました。構造計画では、耐震フレームと鉛直荷重のみを受ける構造フレームと
いう２種類の構造システムを機能別に明確に区分しテナント空間を無柱化、
テナントスペースの柔軟性および利便性にも配慮しています。
　原宿・表参道エリアの新たなシンボルとして新しい人の流れ、にぎわいが
創出されていくことを願っています。
　株式会社NTTファシリティーズ東日本事業本部
　プロジェクトマネジメント部　PM部門 　佐竹　浩二
　都市・建築設計部　プロジェクト設計部門 　外尾　政信　福井　章友

表参道側入口 パサージュ

■工事名称：原宿クエスト建替え計画新築工事
■所在地：東京都渋谷区神宮前１－－
■事業主：NTT都市開発株式会社

H-QUEST特定目的会社
■設計監理：株式会社NTTファシリティーズ
■デザインアーキテクト：OMA／重松象平
■施工：株式会社熊谷組
■構造：高層棟Ｓ造、一部ＳＲＣ造、ＲＣ造　低層棟ＲＣ造
■階数：地下２階地上６階塔屋１階
■敷地面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■用途：物販店舗、飲食店舗、サービス店舗、事務所、自動

車車庫
■工期：年月～年８月

photo:Forward Stroke I nc.住宅地側からの鳥瞰


